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要 旨：本論文は，イングランド北西部の小学校及び中等学校教師を対象に，特別な教

育的ニーズ・コーディネーターの役割に関する意識調査の考察を行ったものである。郵送

法による調査により，７１名からの回答を分析した。調査内容は，1)コード・オブ・プラ

クティス(1994,2001)に示されたコーディネーターの役割に関する重要度評価，及び 2)関
連する役割に関する重要度の評価についてであった。結果として，学校内でのコーディネ

ーションに加え，同僚教師への支援，同僚教師やティーチング・アシスタントのマネージ

メントに対する期待が高いことが明らかとなった。この結果は，本研究とほぼ同じ時期に

実施された調査結果と符合するものであった。より具体的な学校内での役割に関する重要

度評価では，上記に加え，子どもの支援のために必要な具体的な助言や情報の提供への期

待が強い一方で，子どもへの直接の指導や現職教育への期待はあまり強くないことが明ら

かとなった。同僚教師から期待される内容がコーディネーター本来の役割を果たす上で手

が回らない状況の遠因になっていることも示唆されたことから，教師やティーチング・ア

シスタントの現職教育を通じて学校全体の教育の質を高めることが重要であると考えら

れた。 
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● 

Ⅰ．問題の所在 

 
文部科学省のガイドライン(2004)11)において

は，小学校や中学校における特別支援教育コー

ディネーターの役割として，1)校内の関係者や

関係機関との連携，2)親に対する相談窓口，3)
担任への支援，4)巡回相談や専門家チームとの

連携，5)校内委員会での推進役の５項目が例示

された。近年発刊されているコーディネーター

に関する文献は，特に入門書を中心にして，そ

の多くがこのガイドラインの枠組みを手がか

りに，コーディネーターの役割について取り上

げているようである（福井県特別支援教育研究

会編 ,20058); 特別支援教育士資格認定協

会,200616); 相澤・清水・三浦編,20072)など）。 
 こうしたコーディネーターの役割は，かつて

イギリス教育雇用省(1)によって，実践指針を示

すために発行されたコード・オブ・プラクティ

ス(Code of Practice, 1994,2001)5)6)に示された

特別な教育的ニーズ・コーディネーター

(Special Educational Needs Coordinator: 
SENCO; 以下ＳＥＮコーディネーター)の役割

として提示された内容に類似している。 
 すなわち，コード・オブ・プラクティス

(2001)6)によって示されている特別な教育的ニ

ーズ・コーディネーターの役割は，1)各学校の

特別な教育的ニーズに関する方針の日常的遂

行，2)同僚教師への協力と助言，3)特別な教育

的ニーズのある生徒への対応のコーディネー

ト，4)各学校のＳＥＮレジスターの維持管理と

特別な教育的ニーズのある生徒全員の記録の

総括，5)特別な教育的ニーズのある生徒の親と

の協力関係の構築，6)教職員の現職教育，及び

7)学校外の組織との協力関係の構築であると

示されているが，日本の特別支援教育コーディ

ネーターの役割と比べてみると，両者の内容が

よく似ていることがわかる。 
 異なる国であっても，コーディネーターの役

割が学校という組織においてある程度類似す

るのは生じ得ることではあるが，実際にはＳＥ

Ｎコーディネーター制度の基盤はまったく異



なっている。第一に，イギリスのＳＥＮコーデ

ィネーターは，「判定書(the Statement)」制度

と切り離すことができない。1980 年代よりコ

ーディネーターと呼ばれる担当者が一部の学

校には存在し，生徒の特別な教育的ニーズの調

整を行ってきたが，コード・オブ・プラクティ

スによって判定書の発行や維持のためにＳＥ

Ｎコーディネーターの役割と責任が明示され

たことに伴って，不可欠の存在となった。これ

は端的にいえば，たとえば，専門家会議での協

議内容をＳＥＮコーディネーターがどのよう

に方向付けるかによってその生徒への特別な

教育的対応に法的な根拠が得られるかどうか

さえもが左右されるようになったということ

である。このように，イギリスのＳＥＮコーデ

ィネーターに与えられた役割と責任には，しっ

かりとした法的な基盤が存在しているのである。 
 真城(2004a)13)は，イギリスにおいてＳＥＮ

コーディネーターが機能するための基盤とな

る特有の条件として，以下の８点を指摘した。

すなわち，1)特別な教育的ニーズをもつ子ども

の対応の根拠となる「判定書(Statement)」制

度があること，2)地方教育当局と各学校の責任

が明確に示されていること，3)各学校には子ど

もの対応に関する方針を明確にして公表する

ことが課せられていること，4)「特別な教育的

ニーズ」が「障害」だけに限定されず，言語，

宗教，文化的マイノリティ等に由来するニーズ

への対応も含めて想定されていること，5)特定

の子どもだけをピック・アップして対応に結び

つけようとするのではなく，学校全体の機能を

高める中に「特別な教育的ニーズ」への対応を

位置づけようとしていること，6)学習支援アシ

スタント（ティーチング・アシスタント）など

の様々な支援スタッフが雇用されていること，

7)ＳＥＮコーディネーターと各教師や関連ス

タッフとのコミュニケーションの機会が日常

的に用意されていること，及び 8)「年次レビュ

ー(Annual Review)」が機能していること，で

ある。 
 これらはいずれも日本にはない条件であり，

イギリスにおいてＳＥＮコーディネーター制

度が成立する基盤を考慮せずに類似した役割

を項目として列挙しただけでは，制度として十

分に機能するとは考えにくいことが理解でき

るはずである。日本の特別支援教育制度の内容

としてあげられている事柄が，特別な教育的ニ

ーズの概念を教育制度に導入する上で直接の

影響を及ぼしたウォーノック報告(1978)7)で指

摘されている内容の枠組みに似ていることに

ついても，同様の問題点を自覚することが必要

であろう。 
 このように，イギリスと日本では教育制度の

基盤が大きく異なるにもかかわらず，コーディ

ネーター制度が表面的に類似していると正確

な理解が妨げられやすい。 
 これまで学校におけるコーディネーターを

正式に位置づけてこなかった日本において，Ｓ

ＥＮコーディネーター制度をすでに展開して

きたイギリスの制度を範にする余地がないと

はいいきれないが，コーディネーター制度がよ

ってたつ基盤の違いを正しく認識せずに表面

的に制度を輸入するようなことは大きな瑕疵

を生じることにつながる。 
 誤解のないように補足すれば，イギリスのＳ

ＥＮコーディネーター制度が優れているとい

うわけではない。制度が導入された当初より，

多くの課題が指摘されてきた。端的には，ＳＥ

Ｎコーディネーターの業務負担の過剰さに関

するものが中心であるが，たとえば，ＩＥＰの

作成などは規模の大きな学校では実践的な効

果が期待できないばかりでなく，むしろ不必要

に管理的側面が強められてしまうといったシ

ステムそのものの問題点も指摘されている

(Lingard,2001)10)。 
 コード・オブ・プラクティスでは 2001 年の

改訂の際に，このようなＳＥＮコーディネータ

ーの負担を少しでも軽減しつつ，その専門性を

発揮できるようにと，ＳＥＮコーディネーター

の業務時間の確保や，他の校務負担の免除，専

門の相談室の設置などを学校管理者に指示し

たが，それでもなお，業務負担の過剰な状態は

変わっていないことが明らかにされている(真
城,2003)12)。 
 このようにＳＥＮコーディネーターに過剰

に負担が偏重してしまうと，本来のコーディネ

ーターとしての役割を十分に果たすことがで

きなくなることから，同僚教師などとの役割分

担のシステムを構築することが重要である。 
 真城(2004b)14)や新井(2007)1)などでは，ティ

ーチング・アシスタントとの協同の有効性につ

いて触れているが，同僚教師やティーチング・

アシスタントの協力が得られるかどうかは，学

校内において適切なシステムの構築に直接的

な影響があることから(真城,2005)15)，彼らがＳ

ＥＮコーディネーターの役割についてどのよ

うにとらえているのかを把握することが必要

であると考えられる。 
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 そこで，本研究では，以上の課題意識と先行

研究をふまえて，ＳＥＮコーディネーターが同

僚教師によってどのような役割を期待されて

いるのかを明らかにすることを目的とした｡ 
 
● 
Ⅱ．方 法 

 
１．対象 

イングランド北西部の小学校及び中等学校

教員 100 名。 
 
２．調査の実施 

2003 年６月～７月に，ランダムに抽出した

小学校50校及び中等学校50校に郵送法にて配

布し，８月末に回収した。 
 
３．調査内容 

 調査票は，プロフィールのほか，1)コード・

オブ・プラクティス(2001) 16)に示されたＳＥＮ

コーディネーターの役割に関する重要度評価

(８項目），及び 2)より具体的な学校内での役割

に関する重要度評価（15 項目）から構成した。 
 

● 
Ⅲ．結果と考察 

 

１．回収状況 

回収率は，調査票配布数 100 に対して回収数

71（小学校 29 通，中等学校 42 通）であり，

71.0%であった。回答者の平均勤務年数は 13.0
年(SD 9.68)であった。 
 回答者のうち，特別な教育的ニーズのある子

どもの指導に関するトレーニングを受けたこ

とがある教師は，35 名(49.3%)であった。また，

将来，ＳＥＮコーディネーターになりたいとい

う意志を持っている教師は，５名(7.0%)に留ま

った。 
 
２．コード・オブ・プラクティス(2001)に示された 

ＳＥＮコーディネーターの役割内容に関する 

重要度評価（８項目） 

Table1 によれば，ＳＥＮコーディネーターの

同僚教師たちはＳＥＮコーディネーターの役

割について，日常の子どもへのコーディネーシ

ョンの他，同僚教師との協同や助言の提供，校

内での支援チームのマネージメントが特に重

要であると評価していた。他方で，同僚教師へ

の現職教育や学校方針の遂行という点に関し

ては，相対的に他の項目よりも低い評価結果と

なった。これは，ほぼ同時期に実施された

Cowne(2005)3)の結果とも一致するものであった。  
 Layton and Robertson(2004)9)は，ＳＥＮコ

ーディネーターを対象にした調査で，学校内で

の彼ら自身の役割がリーダーシップではなく，

むしろマネージメントにおかれてしまってい

るという興味深い結果を導いている。本研究の

調査において，同僚教師によって評価されたＳ

ＥＮコーディネーターの役割の重要性の特徴

が，まさにこれに符合していることがわかる。

すなわち，現職教育や学校方針の遂行といった

学校内での特別ニーズ教育の実践を牽引する

役割ではなく，日常の具体的対応に必要な諸事

のマネージメントがＳＥＮコーディネーター

の役割であると同僚教師によっても評価され

ていたのである。換言すれば，ＳＥＮコーディ

ネーターが日常の過剰な業務負担に追われる

一方で，学校全体の体制整備にまで手が回らな

いという状況は，日常的な助言の提供やティー

チング・アシスタントのマネージメントを期待

する同僚教師たちの意識にも遠因の存在がう

かがわれるのである。 

mean SD
4.68 0.32ＳＥＮのある子どもへの対応のコーディネート

4.56 0.67同僚教師との協力関係の構築や助言の提供

4.56 0.61教師やティーチング・アシスタントなどのマネージメント

4.48 0.84学校外の専門機関との協力関係の構築

4.37 0.96親との協力関係の構築

4.30 0.77ＳＥＮのある子どもの記録の管理

4.17 0.61教職員の現職教育への貢献

4.01 0.61ＳＥＮに関する学校方針の日常的遂行

( 段階評定)5

Table 1  コード・オブ・プラクティスに示される内容への重要度の意識 (回答者全体 N=71) 



 これは，現在のＳＥＮコーディネーターが学

校内で特別ニーズ教育に関する核となる役割

を果たす上で，同僚教師の意識の問題を取り上

げなければならないことを示唆している。また，

学校内での質の高い特別ニーズ教育を提供す

るために，同僚教師の果たす役割とＳＥＮコー

ディネーターとの協同に関する検討が必要で

ある。その際，特に個別の配慮に関して重要な

役割を担っているティーチング・アシスタント

の役割についても同時に勘案した検討が必要

となる。 
 さて，小学校と中等学校の教師を比較したと

ころ，８項目全てにおいて中等学校の教師の方

がＳＥＮコーディネーターの役割をより重視

する傾向のあることが明らかとなった(Table2)。 
 また，「特別な教育的ニーズのある子どもへ

の対応のコーディネート」，「教師や学習支援ア

シスタントなどのマネージメント」，「親との協

力関係の構築」，及び「日常の学校方針の遂行」

の各項目では，両者に統計的有意差が認められ

た。 
 平均値の高い項目をみてみると，子どもへの

対応が特に重要であると評価している点は共

通するものの，小学校では同僚教師との関係構

築や助言の提供，そして，学校外の専門機関と

の協力関係の構築が上位に位置したのに対し，

中等学校では，実際の対応のコーディネートや，

学校内での同僚教師やティーチング・アシスタ

ントのマネージメント，親との関係の構築など

が期待されていることが特徴的であった。 
 中等学校におけるこうした傾向は，中等学校

では一般的にＳＥＮコーディネーターが専任

で配置されるため，小学校よりもコーディネー

ト業務に当てる時間を確保しやすい条件があ

ることと，コード・オブ・プラクティス(2001)16)

によってＩＥＰの作成の際に親や本人の意見

聴取を丁寧に把握することが求められるよう

に指示されたことが背景要因に存在するとの

指摘に符合していた(真城,2003)12)。 
 
３．学校内でのＳＥＮコーディネーターの役割に 

関する重要度評価 （１５項目） 

 
コード・オブ・プラクティスより具体的なＳ

ＥＮコーディネーターの役割に関する同僚教

師による重要度評価の結果をTable3に示した。 
 ここでは内容を因子分析によって整理した

結果と小学校及び中等学校の教師の評価結果

をＴ検定で比較した結果とを複合表として示

した。 
 因子分析の結果から，「親や学校外の機関と

の関係及び管理運営業務」，「インクルーシヴ教

育や指導方法に関する役割」，「子どものＳＥＮ

の詳細な把握」，及び「子どもへの直接指導と

教育課程の調整」の４つの因子が抽出された。 
 小学校の教師は，ＩＥＰの内容も含めた子ど

もへの具体的な指導方法に関する助言や情報

提供，学校外の機関との協同関係の構築などに

ついて，ＳＥＮコーディネーターへの期待が強

い一方で，子どもへの直接指導はあまり期待し

ていないことが明らかとなった。 
 中等学校の教師は，具体的な指導方法に関す

る助言や情報提供の役割をＳＥＮコーディネ

ーターへの期待が強く，子どもの特別な教育的

ニーズの詳細な評価や記録，親と学校との関係

形成，教育課程の調整についても期待が強いこ

とが明らかとなった。子どもへの直接指導の実

施，教職員のスタッフ会議や現職教育の運営に

関しては相対的に低い値であった。 
 小学校と中等学校教師の比較では，ＳＥＮコ

ーディネーターの役割について，全項目に関し

て中等学校教師の方がより強い期待を持って

いることが伺えた。 
 また，親と学校との橋渡しと親への相談に関

Table 2  コード・オブ・プラクティスに示される内容への重要度の意識 (小・中の比較) 

小学校 中等学校

4.48 .74 4.81 .40 **ＳＥＮのある子どもへの対応のコーディネート ( ) ( )

同僚教師との協力関係の構築や助言の提供 ( ) ( )4.52 .63 4.60 .63
4.28 .80 4.76 .48 **教師やティーチング・アシスタントなどのマネージメント ( ) ( )

学校外の専門機関との協力関係の構築 ( ) ( )4.45 .74 4.50 .74
4.03 .87 4.60 .63 **親との協力関係の構築 ( ) ( )

4.07 .88 4.46 .74 +ＳＥＮのある子どもの記録の管理 ( ) ( )

教職員の現職教育への貢献 ( ) ( )4.07 .92 4.24 .85
3.69 1.31 4.24 .91 *ＳＥＮに関する学校方針の日常的遂行 ( ) ( )

* p .05 ** p .01< <
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する２項目，記録の維持・管理，子どもの特別

な教育的ニーズの評価，子どもへの直接指導の

実施，及び教育課程の調整に関する項目では統

計的な有意差が認められた。 
 インクルーシヴ教育や指導方法に関する因

子を構成する項目群では，小学校と中等学校の

教師間で統計的有意差が認められた項目はな

かった。 
 小学校と中等学校に共通して認められた傾

向としては，以下のような点が明らかとなった。 
 子どもに関する詳細な情報提供や，具体的な

指導方法の助言，学校外の機関との協同関係の

構築への期待が強い一方で，子どもへの直接指

導の実施や教職員スタッフ会議の運営，校内で

の現職教育の計画などについては，他の項目に

比べるとそれほど役割を期待されていないよ

うであった。 
 なお，子どもへの直接指導については，特に

小学校ではその役割があまり期待されていな

いことが示されているが，これは，小学校のＳ

ＥＮコーディネーターが専任ではなく，学級担

任を兼任している場合が多いため，他の学級に

おいて直接的な指導の提供が難しいことが理

由であると考えられる。Crowther, Dyson, and 
Millward(2001)4)が実施した調査で，コーディ

ネートに関する専業時間をまったく確保でき

なかったと回答したＳＥＮコーディネーター

が，小学校では３分の２にも上っていたことが

報告されていることからも，小学校のＳＥＮコ

ーディネーターが「コーディネーターらしく」

その役割を遂行することが困難である状況が

うかがわれた。子どもへの直接指導は本来はＳ

ＥＮコーディネーターの役割ではないが，小学

校では他の学級において実践の支援を直接提

供することは物理的に無理があるということ

である。ただし，小学校ではＳＥＮコーディネ

ーターが子どもの直接指導がまったくできな

いわけではない。たとえば，ＳＥＮコーディネ

ーターを就学直前の子どもを対象にして多く

の小学校に設置されているレセプション部に

所属させることで，午後の時間がフリーになる

ようにしたり，移民家庭の子どもを対象にした

EMAS(Ethnic Minority Achievement Service)
や EAL(English as Additional Language)の制

度を利用している学校では，これに関する授業

が実施されている時間にＳＥＮコーディネー

ターが時間を確保することができるので，こう

した時間を効率的に活用している学校もある

(真城,2004b)14)。 
 中等学校でＳＥＮコーディネーターの役割

に対する期待が全般的により強かったことに

関しては次のような理由が考えられた。 
 中等学校は，小学校に比較して学校規模が大

きく，専任でコーディネーターを配置している

１ ２ ３ ４ 小学校 中等学校

.801 3.66 .90 4.36 .88 **親と学校との関係の橋渡し ( ) ( )

.745 3.38 1.00 4.05 .85 **親への相談担当者としての役割 ( ) ( )

同僚の現職教育研修の計画と運営 ( ) ( ).626 3.55 .95 3.76 .96
学校外の機関との協同関係の構築 ( ) ( ).593 4.24 .87 4.43 .77

.590 3.45 1.10 4.21 1.10 **ＳＥＮのある子どもの記録やレジスター 、及び判定書の維持・管理 ( ) ( )※

子どもの指導に関する教職員スタッフ会議の適切な運営 ( ) ( ).524 3.34 1.10 3.40 1.10
学校がよりインクルーシヴになるように援助すること ( ) ( ).874 3.75 .84 3.86 1.00
インクルージョンの考え方を確実に校内に拡げること ( ) ( ).702 3.59 .84 3.79 .89
学校内で作成されるＩＥＰの内容の実行に関する助言 ( ) ( ).651 4.21 .74 4.26 .77

.512 3.86 .83 4.26 .89 +子どものニーズの評価と記録についての助言 ( ) ( )

ＳＥＮのある子どもへの指導方法に関する助言 ( ) ( ).436 4.34 .77 4.52 .67
.725 3.14 1.20 4.43 .83 **子どものＳＥＮの詳細な評価 ( ) ( )

ＳＥＮのある子どもに関する詳しい情報の提供 ( ) ( ).544 4.34 .72 4.67 .53
.733 2.75 1.10 3.69 1.30 **ＳＥＮのある子どもへの直接指導の実施 ( ) ( )

.640 3.52 .91 4.07 1.10 *ＳＥＮのある子どもの教育課程の調整 ( ) ( )

* p .05 ** p .01（主因子法 バリマックス回転） < <
※レジスター( )：判定書は発行されていないが各学校で作成するＳＥＮのある生徒の記録や指導計画等のことregister
各因子は次のように命名した 第１因子：親や学校外の機関との関係及び管理運営業務

第２因子：インクルーシヴ教育や指導方法に関する役割
第３因子：子どものＳＥＮの詳細な把握
第４因子：子どもへの直接指導と教育課程の調整

Table 3  同僚教師によるＳＥＮコーディネーターの学校内での役割に関する重要度評価 

（因子分析とＴ検定の複合表） 



場合が大半である（規模が大きい学校は複数の

ＳＥＮコーディネーターを配置している）ため，

親への対応も含めて，具体的な評価や教育課程

の調整を図りやすい環境が背景に存在してい

る。すなわち，中等学校の場合，ＳＥＮコーデ

ィネーターを専任で雇用し，生徒の評価や記録，

ティーチング・アシスタントへの指示を通じた

特別な教育課程の適用やモニタリングなどを

効率的に行えるとともに，コーディネーターと

しての役割に携わる時間が小学校よりは物理

的に確保しやすいので，生徒の特別な教育的ニ

ーズへの対応に関する相談を同僚教師から受

けやすく，彼らにとってＳＥＮコーディネータ

ーが具体的に果たしている役割をより実感し

やすいことが特有の条件としてあげられるの

である(真城,2005)15)。 
 以上の同僚教師の意識からみえてくるのは，

ＳＥＮコーディネーターが，各学校において子

どもの特別な教育的ニーズの評価や記録に関

する業務，同僚教師に対する情報や助言の提供，

親や関係機関との協同関係の構築に主な役割

が期待されている一方で，学校をよりインクル

ーシヴにするための考え方の普及や学校内で

の現職教育や会議の運営に関してはあまり役

割を期待されていないということである。 
 子どもに関する情報や助言の提供などは，各

教師やティーチング・アシスタントが研修を積

むことでＳＥＮコーディネーターの負担を軽

減できる内容であり，そのための現職研修機会

が欠かせないはずである。 
 ＳＥＮコーディネーターの本来の役割は，各

学校において特別な教育的ニーズへの対応の

質を高めるための様々な調整を行うリーダー

シップを担うことであり，こうした本来の役割

を遂行できるようにするためには，同僚教師や

ティーチング・アシスタントなどが担う役割や

質の向上が欠かせない。今後，こうした視点か

らの教師やティーチング・アシスタントに焦点

を当てた研究が必要であると考えられる。 

 
● 
Ⅳ．結 語 

 
小学校と中等学校では，学校の条件が異なる

ため同僚教師によるＳＥＮコーディネーター

の役割への期待や遂行状況に対する同僚教師

の意識にもこれに対応した相違が確認された。 
 今回の調査対象になった教師の意識からは，

ＳＥＮコーディネーターへの期待が強く認識

されていることが明らかとなった。特に中等学

校ではその傾向が顕著であった。 
 しなしながら，他方では，ＳＥＮコーディネ

ーターが，過剰な業務に忙殺される背景に，同

僚教師から期待される内容も関係しているこ

とが示唆された。このことは，今後，各学校に

おいてより質の高い特別ニーズ教育を展開す

るのに必要な協同体制を構築するために，同僚

教師の果たす役割の自覚を促す働きかけが重

要であることを意味している。 
 すなわち，ＳＥＮコーディネーターが本来の

役割を十分に発揮できるようにするために，同

僚教師やティーチング・アシスタントを対象に

した研修のあり方が課題となるということで

ある。 
 各学級において担任教師によって提供され

る子どもの特別な教育的ニーズへの対応の質

を高めることが，ＳＥＮコーディネーターの負

担を軽減することはいうまでもない。そして，

各学校の環境条件に適した形での現職教育の

アレンジメントは，学校全体を俯瞰することが

できるＳＥＮコーディネーターの重要な役割

であり，学校内での様々な教職員との協同関係

の質を高めることが，各学校が子どもの特別な

教育的ニーズへの対応の質も向上させていく

のである。こうしたことがマネージメント業務

に追われるのではなく，学校における特別ニー

ズ教育推進のためのリーダーシップを十分に

発揮できるようなＳＥＮコーディネーターの

実践を可能にするはずである。 
 コーディネーターを配置すれば，すなわちコ

ーディネーションが可能となるのではなく，そ

の基盤整備に学校全体で取り組むことが不可

欠である。 
 回答者のわずか７％しかＳＥＮコーディネ

ーターになりたいとの希望を持っていなかっ

たことは，学校内で協同体制が十分に構築でき

ていない状況下で，ＳＥＮコーディネーターが

各担任やティーチング・アシスタントへのアド

バイスの提供に追われ，マネージメントこそす

れ校内でリーダーシップを発揮するにはほど

遠い状況に彼らがおかれていることを如実に

物語っている。 
 今後，同僚教師やティーチング・アシスタン

トとの協同の中で，ＳＥＮコーディネーターが

その本来の役割を十分に果たすことができる

のか，それを支える理論と実践条件について，

さらに検討を重ねていきたい。 
 



イングランドにおける小学校及び中等学校教師の特別な教育的ニーズ・コーディネーターの役割に対する意識 
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